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●水俣市いじめ調査委員会設置条例

いじめ防止対策推進法（平成25年制定）に基づく附属機関として、水俣市いじめ調査委員
会を置く。委員会は市長の諮問に応じて調査審議し、その結果を答申する。委員会は５人
以内をもって組織する。委員は、法律、医療心理、福祉又は教育に関する専門的な知識経
験を持つ者で市長が委嘱する。委員の任期は２年とする。

●松本眞一同朋奨学基金の設置、管理及び処分に関する条例

故松本眞一氏の御遺族から寄贈された寄附金に基づき、基金の管理及び運営に関する事務
を円滑かつ効率的に行うために制定する。寄附金５千万円を基に給付型の奨学基金を設置
する。（平成28年度から運用開始予定）

　　松本眞一氏　略歴

1937年生まれ　　水俣市葛渡出身　水俣高等学校卒業　静岡大学文理学部法経学科卒業
大阪市立大学大学院家政学研究科（社会福祉学）修士課程修了
神戸家庭裁判所（家庭裁判所調査官補）、大阪家庭裁判所（家庭裁判所調査官補）を歴任
県立広島女子大学文学部教授、大阪府立大学社会福祉学部教授を歴任
私立桃山学院大学社会学部教授を退職後、2008年４月、同大学名誉教授の称号を受ける
2014年３月死去　（御遺族：妻　まさ子様）

市長から条例案、条例改正案が提出され、議案の審議や市政に関する一般
おります。

≪主な条例≫

可決された補正   予算・条例など 予算・条例など

平成27年度　会計別補正予算
単位：千円

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計 766,733 15,736,144

国民健康保険 894 4,600,946

後期高齢者医療 △1,212 385,799

介護保険 28,506 3,494,845

水道事業（収益的支出） 2,300 401,439
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　平成27年第４回定例市議会が８月28日から９月17日まで開かれました。
質問などを行いました。台風15号による災害復旧のための補正が含まれて

●水俣市個人情報保護条例の一部を改正する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、
特定個人情報の取扱い等について必要な措置を講じる。

●水俣市手数料条例の一部を改正する条例

個人番号の通知のカード及び個人番号カードが交付されること等に伴い制定。

●水俣市介護保険条例の一部を改正する条例

介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定の一部改正により、標準段階の区分変
更による保険料の減免に関する規定。

●水俣市営住宅条例の一部を改正する条例

丸島団地11戸を10戸に、田平団地を10戸を９戸に変更。

●住宅リフォーム助成制度予算増額の陳情

　今年度の助成金1,000万円は７月に完了したため、補正予算を組んでほしいとの要望があった。
　総務産業委員会では、一般質問に対する執行部の答弁は「この助成制度については検証の
必要があるため、補正予算は組まない」との答弁を受け、討論を行った。

　その結果、委員全員が陳情の主旨は理解できるが、委員長報告に来年度の当初予算に盛り
込むことを条件に不採択とした。

●特別委員会を設置

≪その他条例≫

≪陳情≫

≪特別委員会≫

可決された補正可決された補正     予算・条例など

委員会名 所管事項 正副委員長 委　　　　員

一般会計決
算特別委員
会　　　　
定数７人

平成26年度水俣市一般会計決算
認定について

（委員長）
谷口　明弘 田中　　睦 松本　和幸 野中　重男

（副委員長）
藤本　壽子 田口　憲雄 岩阪　雅文

議会改革特
別委員会　
定員８人

議会の費用弁償に関する事項

（委員長）
中村　幸治 塩﨑　達朗 髙岡　利治 藤本　壽子

（副委員長）
小路　貴紀 髙岡　朱美 田口　憲雄 谷口　眞次



No.66

4

●初恋のまちづくり事業検討業務委託料
 ２００万円

　初恋のまちづくりをテーマとして、恋に関
する地域資源を活用し、水俣の新しいイメー
ジを発信するための検討業務委託料です。

●社会保障・税番号制度外部連携ネット
ワーク構築業務委託料

 ２, ０９６万円

　いわゆるマイナンバー制度のセキュリティ
対策のため、各市町村の役所内で独立した
ネットワークを構築します。

●稼げる園芸産地育成対策事業補助金

 ４７８万円

　事業主体は、「玉ねぎマルチャー利用組合」
であり、サラ玉の栽培時、マルチを作りなが
ら畦内施肥が出来る機械購入に補助をするも
のです。12台の購入分であり、芦北水俣生産
者が対象で、その内水俣の生産者は10名です。

●Ｐｏｄｃａｓ番組制作委託料

 ４８６万円

　新たにインターネットラジオを使って水俣
の情報を発信します。番組は12月初旬に出来
る予定です。

●恋路島利用検討業務委託料

 １５０万円

　恋路島利用検討委員会の運営経費。また土
木的見地から検討するためコンサルタントの
委託料を含みます。

●台風15号による災害復旧事業
（総務産業）

５億１５９万円

　災害応急復旧業務委託料（土木施設）、公園
修繕料、農業施設災害復旧費、林業施設災害
復旧費など。

（厚生文教）
８, ４１１万円

　総合体育館や武道館、文化・体育施設、小
中学校など厚生文教に付託された災害復旧費。

主なもの主なもの
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●蘇峰記念館外壁・屋根防水改修工事

 ８５０万円

　老朽化に伴い外壁の落下防止と雨漏りによ
る防水改修工事を行います。

●医療・介護人材確保に係る調査業務委

託料

 ２５０万円

　医療機関などでの人材不足の実態把握や10
年先を見据えたところで、施設運営の整備や
介護職の人材確保、教育なども含めた調査を
行います。

●施設開設準備経費助成特別対策事業補

助金

 １, ０３０万円

　適切な介護サービスの提供や安定した質の
高いサービスを目的に、介護施設の開設準備
に要する経費について、事業者に対し予算の
範囲内で交付します。

●地場企業新産業・雇用創出促進補助金
 ２, １１７万円

　「有限会社大川林業」と「企業組合エコ
ネット」に環境に配慮した工場等の立地に関
する協定の締結に基づくもの。大川林業は新
規雇用３名、竹チップ他を製造します。エコ
ネットは新規雇用３名で農産加工品、ジュー
ス、化粧石けん、農産品を販売します。

●厚生会館災害復旧工事
 １０５万円

　屋根の防水工事を行います。

 

第二中学校体育倉庫

補正予算の補正予算の
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厚 生 文 教厚 生 文 教総 務 産 業総 務 産 業
　条例制定１件、条例改正２件、補正予算５件、

和解について１件

　松
まつ

本
もと

眞
しん

一
いち

同
どう

朋
ほう

奨学基金の設置、管理及び処分に

関する条例の制定

　水俣市介護保険条例の一部を改正する条例の制

定など

●平成27年度水俣市一般会計補正予算第３号中付

託分

（補正の主な内容）

　◦次世代育成支援施設整備事業

　◦看護・介護人材確保・定着・定住促進事業　など

質疑―医療・介護人材確保に係る調査業務委託料

の具体的な調査項目について

答弁―現在、医療機関などでの人材不足の実態が

把握できていないので、10年先を見据えた

ところで、施設運営の整備や介護職の人材

の確保、教育なども含めた調査内容。

●和解について

質疑―今後の盗難対策について

答弁―警察からのアドバイスを受けて、人感セン

サーライトなどの設置と併せ、鍵を新しく

とり替えた。

●平成27年度水俣市一般会計補正予算第４号中付託

分について

（補正の主な内容）

　台風15号に係る災害復旧費用

　介護予防地域づくり事業など

質疑―厚生会館がかなり、老朽化しているが、今

後の建替えや移転などの計画について

答弁―現時点では計画はなく、寄贈者である遺族

会からも建替えや移転などの要望はない。

　条例制定１件、条例改正３件、補正予算３件、
決算認定及び剰余金処分２件、自立促進計画の変
更１件、工事受請負契約の締結１件、陳情２件

●水俣市いじめ調査委員会設置条例

質疑―いじめ調査委員会の設置は、いじめ問題が発
生してから、どういう手続で設置するのか

答弁―各学校に調査に関する委員が組織されてい
る。いじめが発生した場合、学校から教育
委員会へ報告、重大案件が発生した場合は
調査委員会を開催し調査することになる。

●水俣市手数料条例の一部を改正する条例

質疑―個人番号カードはどのような機能や利便性
があるのか

答弁―基本的には運転免許証などと同様、身分証
明書として利用でき、今まで他市に所得証
明などを取りに行かなければならないよう
な住民が本市窓口での発行が可能となる。

質疑―個人番号制度が始まると住民基本台帳カー
ドは使えなくなるのか

答弁―個人番号カードが来年１月から希望者に配
布される。順次個人番号カードに切り替え、
住民基本台帳カードは返還する方向。

●平成27年度一般会計補正予算中付託分
質疑―初恋のまちづくり事業検討業務委託と恋路島

利活用検討業務委託はどこに委託するのか
答弁―水俣に関わってきたコンサルタントにプロ

ポーザルを予定。業務内容は、現況調査、
先進地事例の利活用調査。

質疑―地場企業新産業、雇用創出促進補助金は２
件、事業計画や雇用の確保、継続について
チェックはなされているのか

答弁―事業計画や決算状況などの提出、ヒアリン
グなどを行い判断している。

●陳第４号　住宅リフォーム助成制度予算増額の
陳情

　　　　陳情の主旨は理解するも、不採択とする。
委員会として来年度当初予算に予算化でき
るよう執行部に働きかけていく必要がある
との意見があり、住宅リフォーム助成の予
算を組み入れるよう要望した。
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　９月定例会では、８人の議員が一般質問を行いま

した。

　水俣市は１人70分以内で、１テーマにつき３回

まで質問できます。議会だよりでは、スペースの

都合上、質問と答弁の一部を掲載しています。

●田口　憲雄
　１．人口減少の中での定住促進

　２．中小企業について

　３．企業誘致の取り組み

●谷口　眞次
　１．水俣環境アカデミア事業

　２．地方創生について

　３．子育て支援、移住定住促進事業

　４．教育環境

●野中　重男
　１．水俣病について

　２．介護保険制度

　３．水俣城の調査

●髙岡　利治
　１．防災対策及び空き家等の対策

　２．経済・産業振興及び観光振興

　３．ふるさと納税

●谷口　明弘
　１．防災について

　２．日本一長い運動場線の維持管理

●桑原　一知
　１．農業振興

　２．教育問題

●髙岡　朱美
　１．住宅リフォーム助成制度の経済効果

　２．原発避難計画

　３．学校現場におけるゼロ・ウェイストの

推進

●藤本　壽子
　１．川内原子力発電所再稼働後の水俣市の

対応

　２．村丸ごと生活博物館の現状と今後

　３．水俣環境アカデミア
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問　

定
住
促
進
対
策
に
つ

い
て

　

人
口
が
減
少
し
て
い
る

状
態
に
歯
止
め
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
具
体
的
な
動
き
な
ど

は
あ
る
の
か

答　

高
校
生
に
対
し
て
地

元
へ
の
就
職
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定

住
に
向
け
た
受
け
皿
づ
く

り
と
し
て
空
家
バ
ン
ク
を

立
ち
上
げ
る
。

問　

他
自
治
体
の
取
り
組

み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

田口　憲雄  議員

人口目標を決めて具体的
な政策を！！

人
口
減
少
の
中

で
の
定
住
促
進

に
つ
い
て

目
標
人
口
を
あ
げ
て
い
く

べ
き
。
理
想
的
な
人
口
は

何
人
と
考
え
る
の
か

答　

３
万
人
を
目
指
し
て

い
く
。

問　

地
域
再
生
法
に
基
づ

く
地
方
拠
点
強
化
税
制
の

特
例
で
、
本
社
機
能
の
移

転
な
ど
地
域
創
生
に
対
す

る
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
む
の
か

答　

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　

光
通
信
網
は
ど
こ
ま

で
来
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
、
情

報
網
の
整
備
の
設
置
数
は

ど
れ
だ
け
あ
る
の
か

答　

現
在
は
、
未
整
備
な

の
で
経
済
発
展
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
し
て
、
光
サ
ー

ビ
ス
の
敷
設
、
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
取
り
組

む
。

問　

子
育
て
世
代
の
暮
ら

し
が
安
心
し
て
で
き
、
仕

事
に
就
け
る
た
め
に
は
、

病
児
、
病
後
児
保
育
も
喫

緊
の
課
題
と
考
え
る
が
、

い
つ
ご
ろ
設
置
さ
れ
る
の

か答　

可
能
な
限
り
早
期
に

実
現
し
た
い
。

問　

熊
本
県
は
、
２
０
２
５

年
の
医
療
提
供
体
制
の
策

定
を
は
じ
め
て
い
る
が
、

水
俣
地
域
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か

答　

人
口
減
の
算
定
で
、

医
療
体
制
を
策
定
し
た
ら

様
々
な
影
響
が
出
る
。
こ

の
ま
ま
の
人
口
減
予
測

だ
っ
た
ら
入
院
ベ
ッ
ド
数

が
減
る
。
し
か
し
、
水
俣

の
医
療
体
制
と
し
て
24
時

間
緊
急
体
制
は
必
要
な
の

で
地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
、
医
療
と
介

護
の
連
携
、
訪
問
診
療
、

訪
問
看
護
に
よ
る
医
療
、

介
護
の
24
時
間
体
制
の
充

実
に
つ
な
げ
る
。　

地
域
医
療
構
想

に
つ
い
て

企
業
誘
致
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

問　

企
業
誘
致
の
補
助
金

を
含
め
、
今
以
上
に
優
遇

制
度
は
考
え
な
い
の
か

答　

補
助
金
の
増
額
も
含

め
考
え
て
い
く
。

問　

新
た
な
産
業
団
地
の

造
成
の
必
要
性
に
つ
い
て

答　

現
在
は
、
産
業
団
地

の
空
き
地
は
な
い
の
で
、

適
地
が
あ
れ
ば
産
業
団
地

の
造
成
を
検
討
し
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
中
小
企
業
支

援
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

病
児
、
病
後
児

保
育
に
つ
い
て

光
、Wi-F

i

の
整

備
に
つ
い
て
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環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
事
業

問　

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
や
新
築
を
整
備
し
移
住

者
住
宅
支
援
対
策
な
ど
が

実
施
で
き
な
い
か

答　

移
住
定
住
者
だ
け
で

な
く
誰
で
も
利
用
で
き
る

新
制
度
の
「
戸
建
て
住
宅

問　

稼
働
率
を
増
や
す
た

め
に
市
民
と
の
交
流
が
大

変
重
要
だ
が
、
水
俣
市
民

は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り

を
持
つ
の
か

答　

大
学
や
研
究
機
関
の

教
育
研
究
に
お
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
や
デ
ー

タ
収
集
。
高
校
生
な
ど
大

学
の
講
義
を
受
け
る
機
会

や
公
開
講
座
を
行
い
教

育
・
研
究
成
果
の
地
域
へ

の
還
元
、
さ
ら
に
国
立
水

俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
市
政
や
教
育
・

研
究
活
動
に
反
映
さ
せ
る

場
づ
く
り
な
ど
、
住
民
の谷口　眞次  議員

新生児の
誕生祝い金創設を！！

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
補
助

金
」
や
「
エ
コ
住
宅
建
築

促
進
総
合
支
援
事
業
補
助

金
」
な
ど
が
利
用
で
き
る

が
、
移
住
定
住
を
考
え
て

い
る
方
に
対
し
て
は
移
住

相
談
会
な
ど
の
機
会
を
利

用
し
Ｐ
Ｒ
を
行
い
定
住
促

進
に
つ
な
げ
た
い
。

中
学
校
２
校
に
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

室
は
、
小
学
校
２
校
、
音

楽
室
１
校
、
普
通
教
室
は

袋
中
の
１
教
室
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

重
要
項
目
の
一
つ
と
し

て
た
く
ま
し
い
心
と
身
体

を
育
む
教
育
活
動
の
充
実

を
掲
げ
て
お
り
、
夏
の
暑

さ
や
冬
の
寒
さ
に
も
負
け

な
い
た
く
ま
し
い
身
体
づ

く
り
も
児
童
生
徒
に
は
大

切
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
地
球
温
暖
化

が
進
ん
で
お
り
、
児
童
生

徒
の
体
調
管
理
を
考
慮
す

る
と
、
各
教
室
で
の
空
調

設
備
は
必
要
と
考
え
て
い

る
が
、
ま
ず
は
、
図
書
室

及
び
パ
ソ
コ
ン
室
へ
の
設

置
を
行
い
、
普
通
教
室
に

つ
い
て
は
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
た
め
、
実
施

に
際
し
て
は
計
画
を
作
成

し
進
め
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
他
、
地
方
創
生
に

つ
い
て
の
要
望
や
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
、
移
住
定
住
促
進
事
業

皆
様
が
積
極
的

に
意
見
を
言
え

る
機
会
を
つ
く

る
。

問　

子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
出
産
祝
い
金
の
創
設

は
出
来
な
い
の
か

答　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
、「
次
代

を
担
う
新
生
児
の
誕
生
祝

金
」
と
し
て
掲
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
27
年
度

予
算
に
計
上
で
き
な
い
か

検
討
し
た
が
、
制
度
設
計

な
ど
の
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
早
く
新

年
度
予
算
で
検
討
し
た
い
。

教
育
環
境
に
つ
い
て

問　

小
中
学
校
の
冷
暖
房

の
現
状
と
今
後
の
設
置
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か答　

全
小
中
学
校
の
校
長

室
、
職
員
室
、
保
健
室
に

は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

図
書
室
は
、
小
学
校
３
校

移住・定住者用住宅（例）

教育研究施設イメージ
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所得に応じた介護保険料に！

野中　重男  議員

の
差
は
約
10
倍
あ
る
の
に

保
険
料
の
差
は
２
倍
で
し

か
な
い
の
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
一
つ
の
徴
収
区
分
の

中
で
の
所
得
格
差
も
大
き

い
。
保
険
料
の
徴
収
区
分

は
、
各
市
町
村
が
独
自
に

決
め
て
よ
く
、
次
の
改
定

で
は
改
善
す
べ
き
と
思
う

が
い
か
が
か

答　

介
護
保
険
料
は
要
支

援
者
、
要
介
護
者
の
増
加

で
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な

い
。
負
担
能
力
に
応
じ
て

所
得
段
階
別
保
険
料
を
採

用
し
て
い
る
が
、
平
成
30

年
か
ら
の
計
画
の
中
で
国

の
制
度
改
正
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
低
所
得
者
へ
の

配
慮
や
保
険
料
の
多
段
階

な
ど
に
合
わ
せ
て
検
討
す

る
。

　

ま
た
、
一
つ
の
区
分
の

中
の
格
差
に
も
平
成
30
年

か
ら
の
計
画
に
お
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
高
齢
者
人
口
が

増
え
ま
す
が
、
そ
れ
に
応

じ
て
保
険
料
も
増
え
る
の

か
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の

平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護

保
険
料
は
下
記
の
と
お
り

で
、
所
得
に
よ
っ
て
保
険

料
は
違
い
ま
す
が
、
所
得

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

第６期（平成27年から平成29年まで）の介護保険料の設定

段　階 所 得 区 分 倍　率 年 間 金 額

５段階 世帯課税、本人非課税81万円以上 1.0 71,800円

６段階 合計所得額が120万円以下 1.2 86,100円

７段階 120万円以上　190万円未満 1.3 93,300円

８段階 190万円以上　290万円未満 1.65 118,400円

９段階 290万円以上　500万円以上 1.8 129,200円

10段階 500万円以上　800万円未満 1.9 136,300円

11段階 800万円以上 2.0 143,500円

※１段階から４段階までは省略



11

No.66

髙岡　利治  議員

木質バイオマス事業

事業化へ向け進展なし！！

防
災
対
策
に

つ
い
て

経
済
・
産
業
振
興
及
び
観
光
振

興
に
つ
い
て

恋路島

問　

台
風
15
号
に
対
す
る

初
動
対
応
と
被
害
に
対
す

る
対
応
は

答　

８
月
24
日
午
前
８
時

に
災
害
対
策
本
部
設
置
。

午
後
３
時
避
難
所
開
設
、

午
後
５
時
避
難
勧
告
発
令
。

被
害
対
応
は
、
各
部
署
所

管
の
被
害
状
況
把
握
、
倒

木
処
理
、
被
害
状
況
の
確

認
、
給
水
な
ど
の
対
応
を

し
た
。

問　

台
風
通
過
後
の
復
旧

作
業
の
状
況
は

答　

山
間
部
を
中
心
に
倒

木
に
よ
る
交
通
障
害
、
道

路
・
建
物
・
農
作
物
の
被

害
・
停
電
や
断
水
も
発
生

し
た
。
停
電
は
29
日
夕
方

頃
、
断
水
は
27
日
に
復
旧

が
完
了
し
た
。

問　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

へ
の
対
応
と
普
及
に
関
す

る
対
応
は

答　

自
主
避
難
が
困
難
な

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ

い
て
は
、
民
生
委
員
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
に

よ
る
安
否
確
認
、
避
難
誘

導
な
ど
を
依
頼
し
て
い
る
。

復
旧
に
つ
い
て
は
、
防
災

対
策
の
中
に
載
っ
て
い
な

い
の
で
今
後
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　

空
き
家
対
策
に
つ
い

て
・
台
風
で
倒
壊
し
た
空

き
家
の
状
況
と
対
応
は

答　

こ
れ
ま
で
空
き
家
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
、
勧
告
ま
で

行
っ
て
い
る
。
緊
急
を
要

す
る
事
態
と
判
断
し
所
有

者
へ
撤
去
処
分
の
承
諾
を

依
頼
し
て
い
る
。

問　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業

が
持
ち
上
が
り
数
年
が
経

つ
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か

答　

九
州
内
に
多
く
の
大

型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が

計
画
さ
れ
、
事
業
を
取
り

巻
く
状
況
が
変
わ
り
、
九

州
電
力
の
買
い
取
り
制
度

の
見
直
し
も
あ
り
、
発
電

学
識
経
験
者
と
市
民
の
代

表
か
ら
な
る
恋
路
島
活
用

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

調
査
結
果
な
ど
を
参
考
に
、

検
討
委
員
会
か
ら
水
俣
市

に
提
言
を
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
る
。
委
託
業
者
に

つ
い
て
は
、
今
議
会
で
議

決
を
い
た
だ
き
、
業
者
選

定
を
行
い
、
契
約
を
締
結

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
も

○
八
代
に
寄
港
す
る
ク

ル
ー
ズ
船
に
関
す
る

質
問

○
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す

る
質
問

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す

る
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

規
模
を
縮
小
し
て
燃
料
調

達
業
者
も
大
手
林
業
者
か

ら
地
元
林
業
者
へ
と
計
画

変
更
さ
れ
て
い
る
。
現
状

は
関
係
者
間
で
協
議
を
進

め
て
い
る
が
、
事
業
化
に

向
け
て
進
展
し
て
い
な
い
。

問　

事
業
と
し
て
進
展
し

て
い
な
い
以
上
、
白
紙
撤

回
を
含
め
見
直
す
時
期
に

来
て
は
い
な
い
か

答　

微
妙
な
問
題
を
抱
え

進
ん
で
い
る
と
き
だ
が
、

４
年
も
経
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
決
断
す
る
時
期
に
来

て
い
る
と
は
思
う
。

問　

恋
路
島
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
９
月
議
会
に
恋

路
島
利
活
用
検
討
業
務
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

委
託
先
と
検
討
内
容
は

答　

検
討
内
容
は
、
恋
路

島
の
現
況
調
査
、
橋
を
架

け
た
場
合
の
費
用
の
積
算

と
法
的
規
制
な
ど
の
調
査
。

具
体
的
な
検
討
は
、
今
後
、
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谷口　明弘  議員

防
災
対
策
に

つ
い
て

問　

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
方
式
へ
の
改
修
費
用
の

総
額
と
本
市
の
負
担
は
い

く
ら
か

答　

工
事
総
額
は
11
億
７

千
万
円
。
水
俣
市
の
支
出

は
約
３
億
５
千
万
円
。

問　

総
務
省
が
デ
ジ
タ

ル
防
災
無
線
が
普
及
し
な

い
要
因
と
し
て
高
額
な
工

事
費
用
が
ネ
ッ
ク
と
し
て
、

現
在
、
工
事
費
が
安
価
に

な
る
よ
う
規
格
を
見
直
し

て
い
る
が
、
水
俣
市
は
検

討
し
た
の
か

答　

未
だ
新
規
格
の
機
材

は
生
産
に
も
入
っ
て
お
ら

ず
、
検
討
し
て
い
な
い
。

防
災
組
織
の
体
制
整
備
や

避
難
訓
練
な
ど
ソ
フ
ト
的

な
取
り
組
み
を
重
点
的
に

進
め
て
い
る
。

問　

防
災
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
方
式
へ
の
改
修
に
約

11
億
７
千
万
円
の
多
額
の

工
事
費
を
決
め
た
が
、
デ

ジ
タ
ル
方
式
へ
の
改
修
も

あ
と
２
年
先
送
り
す
れ
ば

約
６
千
９
百
万
円
の
市
の

負
担
を
減
ら
せ
る
見
通
し

が
あ
る
。
防
災
対
策
は
と

て
も
大
事
な
こ
と
だ
が
、

市
民
の
望
む
防
災
対
策
は

何
な
の
か
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
対
策
に
な
る
よ
う
、

し
っ
か
り
優
先
順
位
を
つ

け
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い

答　

防
災
無
線
の
改
修
は

市
民
の
多
く
の
声
で
あ
る
。

市
役
所
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
多
い
。
避
難
所
の
整
備

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
の
で
、
慎
重
に
検
討
す

る
。

防災対策の優先順位はこれでいいのか
デジタル防災無線への改修と避難所整備

問　

仮
に
新
方
式
を
導
入

し
た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い

工
事
費
が
安
く
な
る
と
見

込
め
る
の
か

答　

工
事
費
全
体
で
約

２
億
３
千
万
円
の
減
額
と

な
る
見
込
み
。

問　
昨
年
の
見
直
し
で
市

内
12
カ
所
の
避
難
所
が
、

指
定
か
ら
除
外
さ
れ
た
が
、

今
後
避
難
所
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
つ
も
り

か答　

必
要
性
を
充
分
認

識
し
て
い
る
が
建
設
場

所
、
財
源
、
建
設
後
の
管

理
な
ど
多
く
の
問
題
が
あ

り
、
現
時
点
で
は
、
自
主

問　

避
難
場
所
の
整
備
に

ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
か

答　

目
安
と
し
て
30
人
程

度
が
収
容
で
き
る
小
規

模
の
避
難
所
で
約
３
千 

５
百
万
円
。
12
カ
所
建
設

し
た
場
合
、
建
物
だ
け
で

約
４
億
２
千
万
円
必
要
と

な
る
。

日
本
一
長
い
運
動
場
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

問　

除
草
作
業
や
雑
木
の

伐
採
は
ど
の
よ
う
に
維
持

管
理
さ
れ
て
い
る
の
か

答　

全
長
約
13
㎞
の
う
ち
、

約
５
・
６
㎞
を
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
約
35
万

円
で
年
一
回
委
託
し
て
い

る
。
そ
の
他
に
約
２・
５

㎞
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
っ
て
、
除
草
作
業
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

防
草
シ
ー
ト
の
材
料

支
給
で
住
民
負
担
を
減
ら

せ
な
い
か

答　

周
辺
自
治
会
や
住
民

に
制
度
を
周
知
す
る
。



13

No.66

今
こ
そ
水
俣
市
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル

新たな試みで
水俣市の農業活性化を

問　

増
加
し
て
い
る
耕
作

放
棄
地
の
活
用
対
策
は
考

え
て
い
る
か

答　

再
生
可
能
な
耕
作

放
棄
地
は
、
農
地
バ
ン
ク

推
進
事
業
に
よ
る
農
地
貸

借
の
促
進
や
耕
作
放
棄
地

緊
急
対
策
事
業
に
よ
る
農

地
へ
の
復
元
支
援
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定

や
新
た
に
始
ま
っ
た
農
地

中
間
管
理
機
構
に
よ
る
売

買
・
貸
借
に
よ
る
農
地
集

積
の
強
化
、
農
地
の
維
持

対
策
も
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
耕
作
放
棄
地
が
増
え

な
い
よ
う
対
策
を
考
え
た
い
。

問　
「
水
俣
市
が
ん
ば
る

農
家
支
援
事
業
」
の
実
績

と
今
後
さ
ら
な
る
計
画
は

答　

平
成
26
年
度
は
、
コ

ン
バ
イ
ン
導
入
や
柑
橘

の
加
工
品
生
産
拡
大
の
機

械
導
入
に
支
援
し
て
お
り
、

今
年
度
は
果
樹
農
家
、
米

生
産
者
、
茶
生
産
者
グ

が
る
よ
う
、
よ
り
魅
力
あ

る
商
品
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
現
在
、
庁
内
で
検
討

し
て
い
る
。
米
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
魅
力
あ
る
商

品
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
感
謝
の

品
の
一
つ
と
し
て
取
り
上

げ
、
そ
の
他
の
農
畜
産
物

や
海
産
物
な
ど
含
め
、
お

届
け
で
き
る
商
品
を
充
実

し
、
さ
ら
に
消
費
の
拡
大
、

販
路
の
拡
大
に
繋
げ
、
農

業
者
の
所
得
向
上
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

桑原　一知  議員

地
域
活
性
化
の
カ
ギ
は
農
業
再
生

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
宝

問　

水
俣
市
の
米
は
、
主

要
農
産
物
に
比
べ
知
名
度

が
低
く
、
も
っ
と
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
必

要
と
感
じ
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
米
や
そ
の
他
農
産
物

を
追
加
し
水
俣
ブ
ラ
ン
ド

を
確
立
す
る
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
は
ど

う
か

答　

現
在
は
、「
み
な
ま

た
茶
」
や
「
旬
の
特
産

物
」
を
お
届
け
し
て
い

る
。
水
俣
市
の
特
産
物
を

Ｐ
Ｒ
し
、
販
売
拡
大
に
繋

問　

児
童
生
徒
の
学
力
・

体
力
調
査
結
果
で
見
え
て

き
た
問
題
点
ま
た
向
上
策

は
あ
る
か

答　

問
題
点
は
年
度
ご

と
の
学
年
差
が
大
き
い
こ

と
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
、

教
育
事
務
所
が
示
し
た
管

内
統
一
事
項
に
よ
る
授
業

改
善
や
調
査
な
ど
の
分
析

に
基
づ
く
組
織
的
な
指
導

の
改
善
、
水
俣
市
学
校
教

育
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

力
向
上
委
員
会
が
示
し
た

具
体
的
取
り
組
み
な
ど
に

よ
り
、
学
力
向
上
を
目
指

す
。
体
力
は
小
学
校
の
反

復
横
と
び
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
な
ど
に
課
題
が
あ

り
、
補
強
運
動
や
業
間
活

動
で
全
校
体
育
の
実
施
な

ど
、
工
夫
し
な
が
ら
体
力

向
上
を
図
る
。

問　

小
中
学
校
の
防
犯
対

策
は

答　

す
べ
て
の
学
校
で
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
年
１
回
不
審
者
対

策
の
避
難
訓
練
も
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
各
学
校

で
工
夫
し
な
が
ら
対
策
を

講
じ
て
い
く
。

ル
ー
プ
な
ど
に
支
援
し
、

農
業
生
産
及
び
販
売
拡
大

に
向
け
た
支
援
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
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問　

川
内
原
発
が
す
で
に

再
稼
働
し
た
が
、
出
水
市

か
ら
の
避
難
受
け
入
れ
準

備
計
画
や
水
俣
に
お
け
る

避
難
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

答　

ど
ち
ら
も
作
成
し
て

い
な
い
。
避
難
計
画
や
事

故
後
の
対
応
は
、
国
が
主

体
的
に
関
与
し
な
け
れ
ば

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

福
島
で
、
震
災
当
時

18
歳
未
満
だ
っ
た
全
住
民

38
万
人
を
対
象
に
甲
状
腺

検
査
が
行
わ
れ
た
。
結
果

は
ど
う
だ
っ
た
か

答　

１
１
８
人
の
悪
性
な

い
し
悪
性
の
疑
い
の
あ
る

甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
っ

た
。

髙岡　朱美  議員

問　

通
常
の
75
倍
の
発
症

率
だ
。
ま
た
汚
染
の
高
い
場

所
に
限
ら
ず
、
原
発
か
ら

１
５
０
㎞
離
れ
た
地
域
で
も

同
じ
確
率
で
発
症
し
て
い

る
。
国
の
原
子
力
災
害
指

針
で
は
、
30
㎞
圏
外
の
自

治
体
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
指
示
し
て
い
る
か

答　

事
業
者
、
国
の
通
報

を
受
け
て
あ
ら
ゆ
る
情
報

手
段
に
よ
り
住
民
に
周
知

す
る
。
避
難
誘
導
、
避
難

車
両
の
確
保
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
投
与
、
健
康
相
談

な
ど
の
対
応
が
生
じ
る
が
、

い
ず
れ
も
国
の
主
体
的
関

え
実
行
し
て
い
く
こ
と
は

時
代
の
要
請
で
も
あ
る
。

紙
パ
ッ
ク
の
半
分
し
か

CO2
を
出
さ
な
い
ビ
ン
に
も

ど
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
他

の
食
品
で
代
替
で
き
な
い

か答　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
含

む
食
品
に
は
ち
り
め
ん
、

ご
ま
な
ど
が
あ
る
が
メ

ニ
ュ
ー
的
、
値
段
的
に
多

く
使
う
の
は
難
し
い
。

問　

こ
れ
ら
は
地
元
で
と

れ
る
食
材
で
あ
り
地
産
地

消
に
も
つ
な
が
る
。
メ

ニ
ュ
ー
の
工
夫
と
費
用
面

で
は
市
か
ら
補
助
を
出
す

な
ど
で
実
現
で
き
な
い
か

答　

難
し
い
。
せ
め
て
焼

却
処
分
を
や
め
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
対
応
す
る
こ
と
を

検
討
し
た
い
。

　

そ
の
他
、
住
宅
リ
フ
ォ 

ー
ム
助
成
制
度
の
経
済
効

果
に
つ
い
て
の
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

福島で甲状腺がん多発
原発避難計画づくり急いで！

問　

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

の
ま
ち
づ
く
り
水
俣
宣
言

を
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に

推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る

か答　

３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
）
を
念
頭
に
教
師
、

児
童
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　

中
学
校
の
牛
乳
は

１
９
８
４
年
に
２
０
０
㏄

ビ
ン
か
ら
２
５
０
㏄
紙

パ
ッ
ク
に
変
更
に
な
っ
た
。

そ
の
理
由
と
空
容
器
の
処

分
方
法
は

答　

成
長
期
の
子
ど
も

に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム

を
増
や
す
た
め
だ
っ
た
。

２
５
０
㏄
の
ビ
ン
が
な

か
っ
た
の
で
紙
パ
ッ
ク
に

な
っ
た
。
空
容
器
は
人
吉

で
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る
。

問　

成
長
期
に
カ
ル
シ
ウ

ム
は
必
要
だ
。
同
時
に

CO2
を
排
出
し
な
い
暮
ら
し

を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
考

与
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

国
や
県
か
ら
の
情
報

が
来
な
い
現
状
は
無
責
任

極
ま
り
な
い
が
、
事
実
原

発
は
動
い
て
お
り
、
住
民

の
安
全
を
守
る
責
任
は
自

治
体
に
あ
る
。
す
で
に
進

め
て
い
る
他
市
の
事
例
も

あ
る
の
で
、
積
極
的
に
協

議
を
呼
び
か
け
、
ヨ
ウ
素

剤
の
事
前
配
布
も
検
討
し

て
ほ
し
い

答　

ま
ず
は
事
務
局
で
あ

る
県
に
伝
え
た
い
。
ヨ
ウ

素
剤
に
つ
い
て
も
県
に
相

談
し
た
い
。

学
校
現
場
で
３
Ｒ
推
進
を

川内原子力発電所
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と
を
伝
え
、
真
に
実
効
性

の
あ
る
避
難
計
画
を
立
て

て
欲
し
い

答　

出
水
市
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
開
催
日
な

ど
ま
だ
詳
し
い
こ
と
は
決

ま
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

問　

原
子
力
規
制
委
員
会

に
30
㎞
圏
外
の
防
災
対
策

を
す
る
べ
き
だ
と
改
め
て

要
望
書
を
出
し
て
欲
し
い

答　

国
に
主
体
的
な
関
与

と
人
的
・
物
的
両
面
で
支

援
す
る
体
制
を
確
立
す
る

な
ど
の
要
望
を
、
熊
本
県

や
２
市
２
町
で
再
度
行
う
。

問　

九
州
電
力
へ
の
「
住

民
説
明
会
に
関
す
る
要

望
」
は
、
そ
の
後
ど
う
な 

っ
た
の
か

答　

九
州
電
力
か
ら
は

水
俣
市
で
「
住
民
説
明
会

は
し
な
い
」
と
の
返
事
で

あ
っ
た
た
め
、
市
長
か
ら

「
住
民
説
明
会
を
行
っ
て

ほ
し
い
」
と
再
要
望
し
た
。

問　

原
子
力
災
害
の
防
災

訓
練
を
鹿
児
島
県
知
事
は

12
月
に
行
う
と
発
表
し
た
。

避
難
計
画
を
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
出
来
な
い
と
思
う
こ藤本　壽子  議員

川内原子力発電所再稼働を受け
真に実効性のある避難計画を！

問　

現
在
４
カ
所
あ
る
が

現
状
は
ど
う
か

答　

近
年
、
生
活
学
芸
員
、

生
活
職
人
の
高
齢
化
や
体

調
不
良
で
訪
問
団
体
の
受

け
入
れ
案
内
に
支
障
が
あ

る
。
今
後
は
、
活
動
の
維

持
、
充
実
を
図
り
た
い
。

川
内
原
子
力
発
電
所
再
稼
働
後

の
水
俣
市
の
対
応
に
つ
い
て

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
に
つ
い
て

村
丸
ご
と
生
活
博
物
館
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て

問　

訪
問
者
の
推
移
は

答　

昨
年
は
、
多
い
と
き

の
５
分
の
１
ま
で
減
少
し

た
。

問　

よ
い
所
を
伸
ば
す
。

ま
た
海
岸
地
域
に
も
村
丸

ご
と
生
活
博
物
館
を
つ
く

り
、
海
と
山
を
巡
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
欲
し
い

答　

希
望
さ
れ
る
地
区
が

あ
れ
ば
支
援
す
る
。

答　

既
に
、
太
陽
光
発
電
、

小
水
力
発
電
な
ど
の
試
み

が
あ
る
。
環
境
ア
カ
デ
ミ

ア
で
も
地
域
の
課
題
と
し

て
検
討
し
て
い
く
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問　

水
俣
環
境
ア
カ
デ

ミ
ー
機
構
の
「
責
任
と
役

割
」「
め
ざ
す
姿
」
に
つ

い
て
は
、
ど
の
様
な
話
し

合
い
で
決
め
ら
れ
た
の
か

答　

平
成
23
年
度
か
ら

の
「
環
境
大
学
・
環
境
学

習
円
卓
会
議
」、
大
学
の

先
生
方
と
の
意
見
交
換
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
開
催

の
折
、
検
討
を
重
ね
た
。

問　

現
在
関
わ
っ
て
い
る

大
学
で
中
心
的
な
所
は

答　

熊
本
大
学
、
崇
城
大

学
、
熊
本
県
立
大
学
、
２

月
に
は
慶
應
義
塾
大
学
と

連
携
、
協
力
す
る
旨
を
締

結
し
た
。

問　

水
俣
の
教
訓
と
し
て

あ
る
こ
と
は
、
再
び
同
じ

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
だ
と
思
う
。
原
発
に
依

存
し
な
い
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
を
目
指

す
政
策
を
推
進
し
て
欲
し

い
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今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

熱
中
症
対
策
は
ど
う
で
し
た
か
。

　

暑
い
日
々
を
ど
う
に
か
乗
り
越

え
た
と
思
っ
た
ら
、
台
風
15
号
の

直
撃
、
当
市
で
も
相
当
の
被
害
が

で
ま
し
た
。
倒
木
、
倒
壊
、
停
電

と
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
の
台
風
で
は
、
大

雨
に
よ
る
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
を

引
き
起
こ
し
、
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
テ
レ

ビ
な
ど
で
、
そ
の
様
子
を
ご
覧
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
は
、
住
民
の
命
を
守
る
た

め
の
避
難
勧
告
が
、
問
題
に
な
り

ま
し
た
。
当
市
の
場
合
は
、
避
難

準
備
か
ら
避
難
勧
告
と
、
早
め
の

周
知
が
で
き
た
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
編
集
委
員
会
も
、
熱
気

ム
ン
ム
ン
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
評
価
が
楽
し
み
で
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

中
村　

幸
治

　
　

副
委
員
長　

髙
岡　

朱
美

　
　

委　
　

員　

桑
原　

一
知

　
　
　
　

〃　　
　

小
路　

貴
紀

　
　
　
　

〃　　
　

田
中　

睦

　
　
　
　

〃　　
　

谷
口　

明
弘

　
　
　
　

〃　　
　

福
田　

斉

　
　
　
　

〃　　
　

藤
本　

壽
子

（平成27年７月～９月）
７月10日　新人議員研修会
７月24日　公害環境対策特別委員会（市内水路などの

水質調査について）
７月31日　水俣市政治倫理条例検証特別委員会（政治

倫理条例について）
８月５日　議員勉強会（外郭団体について）
８月７日　議会運営委員会（９月定例会の会期について）
８月19日　元気が出るまちづくり子ども議会が開催される
８月21日　議会運営委員会（定例会提出議案説明）
　　　　　水俣市政治倫理条例検証特別委員会
８月28日　平成27年第４回水俣市議会定例会開会（会

期９月17日まで）
９月８日　一般質問
　～10日　議会運営委員会（費用弁償の特別委員会な

どについて）
　　　　　全員協議会（地方創生総合戦略について）
９月11日　各常任委員会
９月14日　議会運営委員会（一般質問での発言について）
　　　　　水俣市政治倫理条例検証特別委員会
９月17日　閉会
９月29日　総務産業委員会（平成26年度の水道事業会

計並びに特別会計の公共下水道事業の決算
審査について）

９月30日　秋の交通安全週間啓発活動

台風15号により災害を受けた日本一長い運
動場（長野町）

議会報告会を開催します
　水俣市議会では、議会をより身近に感じていただくために、「議会報告会」を開催します。平成27年９月議会の概要報告
や意見交換を行うものです。多くの市民の皆さまの御参加をお待ちしております。
議会報告会の開催日程　☆どこの会場へも参加できます

 日　　時  会　　場  担当議員  日　　時  会　　場  担当議員

10月21日㈬
午後７時から
１時間程度

茂 川 公 民 館 岩阪、桑原、髙岡朱、髙岡利
10月23日㈮
午後７時から
１時間程度

深 川 公 民 館 岩阪、桑原、髙岡朱、髙岡利

月 浦 公 民 館 中村、福田、田中、牧下 汐見町公民館 中村、福田、田中、牧下

古賀町公民館 田口、塩﨑、藤本、松本 白 浜 集 会 所 田口、塩﨑、藤本、松本

初 野 集 会 所 谷口明、谷口眞、小路、野中 神 川 公 民 館 谷口明、谷口眞、小路、野中
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